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2015年9月16日（水）第70回年次学術講演会（岡山） 

研究討論会【研03】 

「若手土木技術者による学会活動活性化と交流促進」の展望 



発表内容 

1. JSCEとASCEの組織 

 

2. ASCEの若手会員グループ 
ASCEのホームページを調査 

 

3. 若手会員グループに関するHandbook 

  Handbookの概要説明 

  

4. まとめ 
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JSCEの組織 
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• 会員数：約40,000人 

• 各地方で支部が構成：８支部 

• 会を組織している支部 
• 関東支部、群馬会など8つの会 

• 中国支部、島根会 

• 西支部、沖縄会 

• 各支部の若手に対する取組の例 

• 北海道支部、Visit 

• 東北支部、若手技術者交流サロン 

• 関東支部、Student Chapter 

• 関西支部、若手交流会 

• 西部支部、ツタエルドボクCafé 

 

 

引用元：
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3

%81%AE%E5%9C%B0%E5%9F%9F 

注：支部の区分と
は異なる箇所も 



ASCEの組織 
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• 会員数：約146,000人 

  （国際会員：14,000人） 

• 9 Regions 

• 75 Sections 

• 155 Branches 

• 130 Younger Member 

Groups（YMG） 

• 285 Student Chapters  

 

引用元：
http://www.asce.org/regions_sections_branches/ 

 

130の若手会員グループ！ 

主に35歳以下を対象 



ASCEの組織 
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• 例：Region 7の構成 

• 8 Sections 

• Colorado 

• Iowa 

• Kansas City 

• Kansas 

• Nebraska 

• South Dakota 

• St. Louis 

• Wyoming 
引用元： 
http://www.asce.org/regions_

sections_branches/ 

 

• Coloradoの例 

  5 Branches 

• Colorado Spring 

• Northern Colorado 

• Southern Colorado 

• Southwest Colorado 

• Western Slope 

• Region・Section・Branchで区分
Section/Branchで若手会員グループを組織 



若手会員グループ？（Young Member Group） 
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引用元： 
http://www.asce.org/younger_members/ 

目的 

• 土木技術への親しみ 

• 職業能力の形成 

• リーダーの育成 

• 学生支部の活動促進 

 



若手会員グループの取組：Facebookの運営 
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引用元：
https://www.facebook.com/pages

/ASCE-Younger-

Members/121417844537629?sk

=timeline&ref=page_internal 



若手会員グループの取組：教育に関する奉仕活動 

• 小中学生を対象とした土木技術の紹介や教育活動 

– 橋梁形式選定クイズの例 
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引用元： 
http://www.asceville.org/civil_what.html 



若手会員グループの取組：シンポジウムの開催 

• リーダーシップの向上に関するシンポジウム 

– プロジェクトのマネジメントに関する議論等 
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• 今年度は2015年
9月19-21日開催 

• 場所：ASCE本部
、ワシントンDC 

• 参加人数：48人 

 

引用元：http://www.asce.org/event/2015/younger-member-leadership-symposium/ 



若手会員グループの取組：学生支部の活動促進 

• Colorado State Universityの学生支部の例 
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コンクリートカヌー 

引用元：
http://www.engr.colostate.

edu/asce/index.html 

鋼橋のコンペ 

学会の開催 



若手会員の活動に関するHandbook 
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Handbookに基づいて若手会員
グループが組織 



Handbookの目次 

1. 若手会員グループの設立目的 

2. 若手会員グループの構築 

3. 若手会員グループが行う活動 

4. 年間の活動計画 

5. 若手会員の枠組みを超えた活動 

6. 賞の授与 

7. 体制の維持 

付録：規約の例 
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• 若手会員グループの設立から体制の維持まで記載 



若手会員グループの設立目的 

• 学生支部メンバーからSection/Branchメンバーへの
移行支援 

 

• 将来のSection/Branchリーダー育成 

 

• 互いに関心のある話題の収束 

 

• 職業能力に関するプログラム提供による会員の獲得 

 

• 社会問題を議論するフォーラムの開催 
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若手会員グループの構築 

• 役員の選出 

– 会長、副会長、秘書、出納、前会長による補佐、顧問 
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• 規約の制定 

1. グループ設立に対するSection/Branchからの承認 

2. グループの規約作成 

3. ASCE評議会による規約の審査 

4. Section/Branchによる規約の承認 

5. 若手会員委員会への規約の提出 

 



若手会員グループが行う活動 
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• 活動の種類 

1. 技術 

– 発表会、交流会 

– サイトビジット、など 

2. ネットワーク 

– レクリエーションの実施 

3. 実務・体制維持 

– Section/Branchの活動支援 

– 若手会員の勧誘 

4. 社会奉仕 

     etc. 



年間の活動計画 
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• 9月から12月の例 

– 9月：役員の選出、
活動開始 

– 10月：フィールドト
リップ等の企画や
学会への参加 

– 11月：賞を授与す
る委員会の組織 

– 12月：フィールドト
リップ等の企画の
見直し 

 

• 年間の基本的な活
動例が記載 

 引用元：Handbookのp.11 



若手会員の枠組みを超えた活動 

• Section/Branchの活動への参加 

– 全ての活動において、若手会員の参加が奨励 

 

• ASCEの活動への参加 

– 多くのASCE委員会が若手会員の参画を推奨 

– ASCE Newsへの話題提供、記事の投稿 

– Multi-Region Leadership Conferenceへの参加 

– 受賞ノミネート 
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賞の授与 

• 若手会員を対象とした論文コ
ンテストの企画 

 

• Daniel W. Mead Prize  

– 優れた職業倫理に関する論文を
募集して審査 

 

• Edmund Friedman Young 

Engineer Award for 

Professional Achievement 

–  社会貢献した個人やグループに
授与、申請にはSection/Branch

の会長の承認が必要 
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論文コンテストの説明 

引用元：Handbookのp.14 



体制の維持 
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引用元：Handbookのp.18-19 

役員の不選出 

役員候補のメンバー不在 

メンバーを呼び込む
活動の停止 

活動が縮小するサイクル 

健全な活動維持の考え方 



まとめ 

• ASCEには「若手会員グループ」が各Section/Branch

で組織され、若手の活動が奨励されている 

 

• 若手会員グループでは、若手に役立つ話題の収束、
職業能力の形成、リーダー育成、学生支部の活動促
進などを実施している 

 

• 若手会員グループの活動に関するHandbookが作成

されており、若手会員グループの設立から体制の維
持まで、グループ活動に必要な情報や考え方が示さ
れている 
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• ご清聴ありがとうございます！ 

21 


